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議事日程（第 4号） 

日程第 １  議案第 １号 救護施設しらがね寮移譲先候補者選定委員会設置条例の制定につ

いて 

日程第 ２  議案第 ２号 あさぎり町行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の

提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ３  議案第 ４号 あさぎり町重度心身障がい者医療費の助成に関する条例の一部を

改正する条例の制定について 

日程第 ４  議案第 ５号 あさぎり町下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ５  議案第 ６号 令和 6 年度あさぎり町一般会計補正予算（第 1 号）について 

日程第 ６  議案第 ７号 令和４年災 皆越地区農地等災害復旧工事請負契約の締結につい

て 

日程第 ７  報告第 ５号 令和 5 年度繰越明許費繰越計算書（一般会計）の報告について 

日程第 ８  報告第 ６号 令和 5 年度事故繰越計算書（一般会計）の報告について 

日程第 ９  報告第 ７号 令和 5 年度あさぎり町水道事業会計予算繰越計算書の報告につい

て 

日程第１０  報告第 ８号 令和 5 年度あさぎり町下水道事業会計予算繰越計算書の報告につ

いて 

日程第１１  報告第 ９号 専決処分した工事請負変更契約の締結についての議決を一部変更

することの報告について 

日程第１２  報告第１０号 専決処分した工事請負契約の締結についての議決を一部変更する

ことの報告について 

日程第１３  同意第 ２号  あさぎり町教育長の任命同意について 

日程第１４  同意第 ３号  あさぎり町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について             

日程第１５  同意第 ４号  あさぎり町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について 

日程第１６  同意第 ５号  あさぎり町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について 

日程第１７  同意第 ６号  あさぎり町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について 

日程第１８  同意第 ７号  あさぎり町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について 

日程第１９  発議第 ２号 公共施設マネジメント調査特別委員会設置に関する決議につ 

いて 

日程第２０  発議第 ３号 地方自治の未来を創る調査特別委員会設置に関する決議につ 

いて 
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本日の会議に付した事件 

 

日程第 １  議案第 １号 救護施設しらがね寮移譲先候補者選定委員会設置条例の制定につ

いて 

日程第 ２  議案第 ２号 あさぎり町行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の

提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ３  議案第 ４号 あさぎり町重度心身障がい者医療費の助成に関する条例の一部を

改正する条例の制定について 

日程第 ４  議案第 ５号 あさぎり町下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ５  議案第 ６号 令和 6 年度あさぎり町一般会計補正予算（第 1 号）について 

日程第 ６  議案第 ７号 令和４年災 皆越地区農地等災害復旧工事請負契約の締結につい

て 

日程第 ７  報告第 ５号 令和 5 年度繰越明許費繰越計算書（一般会計）の報告について 

日程第 ８  報告第 ６号 令和 5 年度事故繰越計算書（一般会計）の報告について 

日程第 ９  報告第 ７号 令和 5 年度あさぎり町水道事業会計予算繰越計算書の報告につい

て 

日程第１０  報告第 ８号 令和 5 年度あさぎり町下水道事業会計予算繰越計算書の報告につ

いて 

日程第１１  報告第 ９号 専決処分した工事請負変更契約の締結についての議決を一部変更

することの報告について 

日程第１２  報告第１０号 専決処分した工事請負契約の締結についての議決を一部変更する

ことの報告について 

日程第１３  同意第 ２号  あさぎり町教育長の任命同意について 

日程第１４  同意第 ３号  あさぎり町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について             

日程第１５  同意第 ４号  あさぎり町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について 

日程第１６  同意第 ５号  あさぎり町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について 

日程第１７  同意第 ６号  あさぎり町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について 

日程第１８  同意第 ７号  あさぎり町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について 

日程第１９  発議第 ２号 公共施設マネジメント調査特別委員会設置に関する決議につ 

いて 

日程第２０  発議第 ３号 地方自治の未来を創る調査特別委員会設置に関する決議につ 
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午前１０時２０分 開 会 

 

 

 

◎議長（小見田 和行 君）  ただいまの出席議員は１４人です。定足数に達していますので、これ

から本日の会議を開きます。 

◎議長（小見田 和行 君）  本日の議事日程は御手元に配付のとおりです。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第１、議案第１号救護施設しらがね寮移譲先候補者選定委員会設

置条例の制定についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  おはようございます。本日もよろしくお願いいたします。議案第１号救

護施設しらがね寮移譲先候補者選定委員会設置条例の制定について提案いたします。提案理由を

申し上げます。救護施設しらがね寮移譲先候補者を選定するため、本条例を制定する必要がある。

よって地方自治法第９６条第１項第１号の規定により議会の議決を求めるため提出するものです。

詳細につきましては担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上可決頂きますようよろしく

お願いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  蓑田生活福祉課長。 

●生活福祉課長（蓑田 輝幸 君）  はい。それでは議案第１号につきまして説明させていただきま

す。２ページをお願いいたします。救護施設しらがね寮移譲先候補者選定委員会設置条例でござ

います。第１条では、移譲先を選定するため委員会を設置することをうたっております。第２条

では委員会で審議する事項を上げ、第３条では委員の人数と委員の要件を定めております。第４

条では委員の任期、第５条で委員長の選出について定めております。３ページをお願いいたしま

す。第６条で会議について、第７条で意見の徴収について、第８条で委員の責務を定め、第９条

で庶務については生活福祉課で処理することを定めております。附則でございます。施行期日は

公布の日から施行する。４ページをお願いいたします。招集の特例として最初に行われる会議に

つきましては、町長が招集することとしております。この条例の執行については委員の任期が満

了した日限りとしております。なおあさぎり町救護施設あり方検討委員会条例につきましては、

廃止します。以上、説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑あ

りませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから議案第１号を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立多数です。したがって議案第

１号は原案のとおり可決されました。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第２、議案第２号あさぎり町行政手続における特定の個人を識別

するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  議案第２号あさぎり町行政手続における特定の個人を識別するための番

号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を
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改正する条例の制定について提案いたします。提案理由を申し上げます。行政手続における特定

の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正に伴い、本条例の一部を改正する

必要がある。よって地方自治法第９６条第１項第１号の規定により議会の議決を求めるため提出

するものです。詳細につきましては担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上可決頂きま

すようよろしくお願いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内総務課長。 

●総務課長（山内 悟 君）  議案第２号につきまして説明いたします。今回の改正につきましては、

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正に伴いまし

て、当町における関係条例の一部を改正するものでございます。３ページの新旧対照表にて説明

いたします。第２条に用語の意義として第５号と第６号を加えるものでございます。次に第４条

第１項中法別表第２の第２欄に掲げる事務を特定個人番号利用事務に改め、同条第３項中法別表

第２の第２欄に掲げる事務を特定個人番号利用事務に、同表の第４欄に掲げる特定個人情報を利

用特定個人情報に改め、同法ただし書中、当該特定個人情報を当該利用特定個人情報に改めるも

のでございます。２ページをお願いいたします。附則としましてこの条例は、公布の日から施行

するとしております。以上で説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑あ

りませんか。小谷議員。 

○議員（３番 小谷 節雄 君）  はいお尋ねします。今、総務課長が御説明頂きました。私もこう

いう条文はそれなりに見慣れてるほうだと思いますが、正直申し上げまして具体的にどう変わる

のかがよく理解できません。ここでお尋ねしたいのは、条文の法律の改正に伴う条文の改正とい

うことは理解できますが、その結果としてですね、住民サイドであったりそういう立場の中で何

か具体的に変わる要素があるのかないのか。その付近が、ただこういう条文の法律の改正に伴う

条文の改正、要するに何ていうかな事務的な処理という理解でいいのか、そこの付近についてち

ょっとお尋ねをしたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内総務課長。 

●総務課長（山内 悟 君）  はい。この法令につきましては番号法の別表第２が廃止されるという

ことでございますので変わる要素があるのかということでございますが、上位法令がそこが廃止

されるということで特に新たに何か制定されるものではございません。 

◎議長（小見田 和行 君）  ほかに質疑ありませんか。はい、難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい同じようなことなんですけれどもこの条例の中でですね、

利用特定個人情報ということで利用という言葉が出てきております。デジタル庁のほうでも調べ

てみましたけれども、この利用というのは国が利用する側なのか、それとも我々住民が利用する

という意味で使われているんでしょうか。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内総務課長。 

●総務課長（山内 悟 君）  はい、利用の判断ということでございますが、利用特定個人情報とい

うことですのでマイナンバーカードのこと等にもこう言われますので、これを国も利用しますし

当然町民も国民もですね、利用するものというふうに判断をしております。 
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◎議長（小見田 和行 君）  難波議員。 

○議員（５番 難波 文美 さん）  はい。概要ですね、見ましたら５点ぐらいこのマイナンバーカ

ードについての利用ということで私はデジタル庁のほうでは見ておりました。で、これまでもい

ろんな問題点が指摘されてきたマイナンバーカード制度ではございます。そして保険証の廃止な

どもこれからですね、本格的に移行されるということですのでくれぐれもそのマイナンバーカー

ドのセキュリティーのですね、については、しっかりと住民が安心してこのマイナンバーカード

を利用できるような体制というものには気を使っていただきたいというふうに思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内総務課長。 

●総務課長（山内 悟 君）  はい、このマイナンバーカードという今の国のほうでもですね、この

マイナンバーカードの利用の仕方についていろいろ今から出てくるものというふうにされており

ますので、管理につきましても国のほうまた町のほうもですね、しっかりしていくようにしたい

と思います。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  ほかに質疑ありませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わり

ます。これから討論ありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから議

案第２号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立をお願いします。起

立多数です。したがって議案第２号は原案のとおり可決されました。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第３、議案第４号あさぎり町重度心身障がい者医療費の助成に関

する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町

長。 

●町長（北口 俊朗 君）  議案第４号あさぎり町重度心身障がい者医療費の助成に関する条例の一

部を改正する条例の制定について提案いたします。提案理由を申し上げます。熊本県重度心身障

がい者医療費助成事業費補助金交付要領の一部改正に伴い、本条例の一部を改正する必要がある。

よって地方自治法第９６条第１項第１号の規定により議会の議決を求めるため提出するものです。

詳細につきましては担当課長より説明申し上げますどうか審議の上、可決頂きますようよろしく

お願いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  蓑田生活福祉課長。 

●生活福祉課長（蓑田 輝幸 君）  では、議案第４号について説明をさせていただきます。この条

例改正は、県の交付要領の一部改正において自己負担金の額改定があったことによりあさぎり町

の条例も改正するものでございます。３ページをお願いいたします。新旧対照表にて説明させて

いただきますが、助成対象経費 第３条第１項第１号のアの入院においての自己負担金を２,０４

０円から２,０００円に。イの入院以外の自己負担金１,０２０円を１,０００円に改正するもので

ございます。２ページをお願いいたします。附則でございます。この条例は公布の日から施行し、

令和６年４月１日から適用する。以上、説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑

ありませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論

ありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから議案第４号を採決しま

す。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立をお願いします。起立多数です。したが
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って、議案第４号は原案のとおり可決されました。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第４、議案第５号あさぎり町下水道条例の一部を改正する条例の

制定についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  議案第５号あさぎり町下水道条例の一部を改正する条例の制定について

提案いたします。提案理由を申し上げます。標準下水道条例の一部改正に伴い本条例の一部を改

正する必要がある。よって地方自治法第９６条第１項第１号の規定により議会の議決を求めるた

め提出するものです。詳細につきましては、担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上、

可決頂きますようよろしくお願いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  鬼塚上下水道課長。 

●上下水道課長（鬼塚 拓夫 君）  はい。それでは、議案第５号につきまして説明いたします。こ

の条例の改正につきましては、現在政府においてデジタル原則に照らした規制の一括見直しプラ

ンに基づいたアナログ規制の見直しが行われております。現在、下水道指定工事店は営業所ごと

に排水設備工事責任技術者の専属が義務づけられておりますが、これはアナログ規制の一つであ

る常任・常駐規制に該当することから標準下水道条例の改正により責任技術者を専属する者から

選任するものに見直すとともに、同一の都道府県の区域内における営業所について兼任すること

を妨げないこととされております。以上を踏まえまして関係条例の一部改正を行い、あわせて標

準下水道条例に合わせた字句等についても整理を行うものとなっております。５ページをお願い

します。新旧対照表にて説明をさせていただきます。主なものについて説明をさせていただきま

す。まず第７条指定の申請ですが、第２項第２号の３行目専属を選任に。次の行の氏名の後に、

並びに他の営業所の責任技術者を兼任している場合はその兼務状況、を追加するものです。次に

同条第３項第４号専属を選任に。責任技術者の、を責任技術者に係る、に改めるものです。第８

条につきましては、次のページをお願いします。上から２行目、第１項第１号では、登録を受け

た者が１人以上専属しているものであるを登録を受けた者を選任している、と改めるものです。

次の第９条第１項では、専属させなければ、を選任しなければに改め、ただし書としてただし熊

本県内における他の営業所について兼任することを妨げない、の文言を追加するものです。次の

第１０条から１３ページの第４２条までにつきましては、標準下水道条例に合わせ字句等の整理

を行ったものとなっております。４ページをお願いします。１番下、附則としてこの条例は公布

の日から施行することとしております。説明は以上となります。 

◎議長（小見田 和行 君）  提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑

ありませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論

ありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから議案第５号を採決しま

す。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立をお願いします。起立多数です。したが

って、議案第５号は原案のとおり可決されました。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第５、議案第６号令和６年度あさぎり町一般会計補正予算第１号

についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  議案第６号令和６年度あさぎり町一般会計補正予算第１号について提案

いたします。令和６年度あさぎり町の一般会計補正予算第１号は次に定めるところによる。歳入
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歳出予算の補正、第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億４,５３９万６,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２５億２８１万円とするものでございます。

詳細につきましては担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上可決頂きますようよろしく

お願いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  伊津野財政課長。 

●財政課長（伊津野 博子 さん）  はい、議案第６号について御説明申し上げます。２ページの続

きを読み上げます。第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、第１表 歳入歳出予算補正による。第２条 債務負担行為の追加は第

２表 債務負担行為補正による。第３条 地方債の変更は第３表 地方債補正による。６ページをお

願いします。第２表 債務負担行為補正です。記載の８つの事項につきまして債務負担行為の追加

をするものです。詳細につきましては担当課より説明いたします。次のページをお願いいたしま

す。第３表 地方債補正です。道路整備事業及び学校施設整備事業につきまして起債限度額の変更

をお願いするものです。詳細につきましては担当課より説明いたします。続いて１０ページをお

願いいたします。歳入です。財政課所管分について説明いたします。２枠目の目１ 地方特例交付

金につきましては、今般の定額減税による個人住民税の減収補填として交付されるものです。３

枠目の目１ 地方交付税につきましては、今回の補正予算の財源調整によるものです。次１４ペー

ジをお願いいたします。続きまして歳出です。３行目の目６財産管理費 節１２委託料 設計委託

料につきましては、旧須恵庁舎別館の改修工事に係る設計委託料。不動産鑑定委託料につきまし

ては、町有地の鑑定評価委託料です。以上で、財政課所管分の説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内総務課長。 

●総務課長（山内 悟 君）  それでは総務課所管分の説明を申し上げます。１３ページをお願いい

たします。歳出を説明いたします。まず今回の補正では、一般職の給与費につきまして本年４月

１日の人事異動による科目間の組替え、並びに諸手当における支給要件の変動などによる所要の

額を補正するものでございます。このことから各科目での給与費に係る補正の説明は省略させて

いただきます。次に給与費明細を説明申し上げます。２７ページをお願いいたします。まず特別

職におきましてはしらがね寮移譲先候補者選定委員及び農業委員の報酬の増額を行っております。

このことから総額は各表の比較の欄に示しており、また補正後補正前の額は各欄のとおりでござ

います。次に一般職の給与費について説明いたします。次の２８ページをお願いいたします。一

般職におきましては、本年４月１日の人事異動による科目間の組替え、諸手当における支給要件

の変動などによる所要額を補正しております。次に２９ページをお願いいたします。会計年度任

用職員では勤務体制の確保のため税務課及び町民課で新たに任用する２名分の給与費を補正して

おります。今回の補正の総額は各表の比較の欄に示すとおりであり、補正による補正後補正前の

額は格段のとおりでございます。次に３０ページをお願いいたします。今回の給与費の補正は、

人事異動によるものであることからその事由はその他の増減分に区分するものでございます。以

上で総務課所管分について説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  沖松企画政策課長。 

●企画政策課長（沖松 勝彦 君）  はい。それでは企画政策課所管分につきまして御説明申し上げ
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ます。１０ページをお願いいたします。まず歳入からです。４枠目で目１総務費国庫補助金 節４

の地方創生臨時交付金は、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金で、生活福祉課所管分と税

務課所管分を計上しているものです。その下の節７のデジタル田園都市国家構想交付金について

は、地方創生推進タイプの交付決定によりその財源分として交付率２分の１を計上するものです。

続きまして歳出１４ページをお願いいたします。４つ目の欄で目７の企画振興費 節７の報償費で

すが、今年度において男女共同参画ガイドラインを作成することとしており、県へ相談し、男女

共同参画がご専門の弁護士に変更することに伴い増額分を計上するものです。最下段の欄の目８

の電子計算費 節１３の使用料及び賃借料ですが、ソフトウエア使用料として昨年度の実証事業を

踏まえ、行政事務の効率化のためにＣｈａｔＧＰＴの導入及び使用に係る予算と第二庁舎の防災

グループにプリンター１台を設置するもの。また生涯学習センターへ無線ＬＡＮ１か所追加する

ための予算を計上するものです。その下の節１７の備品購入費ですが、先ほど御説明いたしまし

た第二庁舎防災グループのプリンター１台及び職員用タブレットとペンシル４本セットを計上す

るものです。次に１５ページ目をお願いいたします。最上段の欄の目１７のふるさと寄附対策費 

節１３の使用料及び賃借料ですが、オンラインワンストップシステムを昨年度も使用しておりま

したがオンラインの無料サービス期間の終了により計上するものです。３つ目の欄で目２１テレ

ワーク施設運営費 節１２の委託料 地域おこし協力隊関係人口創出業務委託料についてですが、

地域おこし協力隊の推進要綱の改正により今年度から協力隊の人件費に当たる報償費額が１人当

たり４０万円増額され、その２人分を計上するものです。以上で企画政策課所管分の説明を終わ

ります。 

◎議長（小見田 和行 君）  高田税務課長。 

●税務課長（高田 真之 君）  それでは税務課所管分について御説明いたします。１０ページをお

願いいたします。歳入になります。最上段の１枠目、目１個人 節１現年度分の減額補正になりま

す。個人住民税の定額減税に伴う減収額になります。内訳は町民税分で５,２００万円、県民税分

で３,５００万円を見込んでいます。１５ページをお願いいたします。次に歳出になります。２枠

目、最下段目３定額減税調整給付事業費の新規分になります。節１報酬、その下節３職員手当等、

その下節４共済費の社会保険料と共済組合負担金は、定額減税に伴う給付金事業に係る事務補助

の会計年度任用職員１名分になります。来年３月末までを予定しています。１６ページをお願い

いたします。１枠目、節８旅費の費用弁償は同じく会計年度任用職員分になります。その下節１

０需用費の印刷製本費、その下節１１役務費の郵送料と口座振込手数料は給付金に係る通知用の

封筒代や郵便代、口座振込時の手数料になります。その下節１２委託料の電算システム改修委託

料は、調整給付金の支払いに係る分のシステム改修になります。その下節１８負担金補助及び交

付金は、定額減税に伴う調整給付金２,８５８人分を見込んでいます。以上で税務課所管分の説明

を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  中竹町民課長。 

●町民課長（中竹 健次 君）  はい。町民課所管分を説明いたします。６ページをお願いいたしま

す。債務負担行為補正です。番号１ 住基ネットワークシステム機器保守業務と番号２ 住基ネッ

トシステム賃借は今年１２月に更新します住基ネットワークシステムの保守業務と賃借となりま
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す。期間は令和７年度から令和１１年度までとしております。１６ページをお願いいたします。

歳出です。２枠目、目１戸籍住民基本台帳費 節１報酬 節３ 職員手当等の会計年度任用職員期末

手当と会計年度任用職員勤勉手当、節４共済費の社会保険料と会計年度任用職員地方公務員共済

負担金、節８旅費は産休に伴う会計年度任用職員に関する令和６年９月から令和７年３月までの

人件費７か月分となります。最下段の節１２委託料は住基ネットワークシステム更新に伴う構築

作業となります。次のページをお願いいたします。節１３使用料及び賃借料は、住基ネットシス

テムリース料で、令和６年１２月から令和７年３月までの４か月分となります。以上で町民課所

管分を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  蓑田生活福祉課長。 

●生活福祉課長（蓑田 輝幸 君）  はい。それでは生活福祉課所管分の補正予算について説明をさ

せていただきます。１１ページをお願いいたします。歳入でございますが、３枠目、目２ 節４ 

説明の子供のための教育保育給付費地方単独費用補助金でございますが、１号認定の児童数の確

定により単独費用補助金を受け入れるものでございます。１７ページをお願いいたします。歳出

になります。２枠目、目１ 節１２ 説明の地域おこし協力隊活動支援委託料は、地域おこし協力

隊活動における特別交付税措置の上限が２８０万から３２０万に引上げられたことにより、委託

料についてその差額を増額補正するものでございます。最下段の目４ 節１２ 説明の電算システ

ム改修委託料は、議案第４号で説明しました条例改正に伴いましてシステム改修を行うものでご

ざいます。その下、上・中球磨巡回支援専門員整備事業負担金は、所管省庁の変更に伴い障害者

福祉費から児童福祉総務費へ科目更正するものでございます。１８ページをお願いいたします。

１枠目、３段目の目７ 節１２ 説明の漏水調査業務委託料は、ヘルシーランド及びふれあい福祉

センターの漏水調査をするための委託料でございます。目８低所得世帯支援事業費は、令和６年

度において新たに非課税世帯または均等割のみ課税世帯となった世帯に１０万円、その世帯で扶

養される児童に対して１人当たり５万円を支給する事業となりますがその事業費といたしまして

職員の時間外勤務手当、印刷製本費、郵送料、口座振替手数料、電算システム改修委託料と給付

金を計上しております。２枠目、目１ 節３の説明 時間外勤務手当は、子供計画について現在策

定作業を進めているところでございますが、想定以上の作業量により職員の時間外勤務が発生し

ているため増額補正をするものでございます。その下節１２説明の警備委託料は、こども家庭セ

ンターを免田保健センター内事務所に現在置いておりますが、こども家庭センターで取扱います

個人情報を保護するため警備システムを設置するための委託料となります。節１８ 説明の上・中

球磨巡回支援専門員整備事業負担金は、先ほど説明をいたしましたが所管省庁の変更に伴い、児

童福祉総務費へ科目更正するものでございます。１９ページをお願いいたします。１枠目、目２ 

節１２ 説明の電算システム改修委託料は令和６年１０月から制度の改正により児童手当が拡充さ

れますことに伴います児童手当システムの改修委託料となります。２枠目、目１救護施設総務費

の節１報酬 節８旅費、節１０需用費は、しらがね寮移譲先候補者選定委員会に係ます経費を計上

したものとなります。以上生活福祉課所管分の説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  荒川健康推進課長。 

●健康推進課長（荒川 誠一 君）  それでは健康推進課所管分について説明いたします。１２ペー
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ジをお願いいたします。歳入です。２枠目、目４雑入 説明の新型コロナワクチン予防接種助成金

は、新薬未承認薬等緊急開発支援センターから交付されます助成金で、１人当たり８,３００円。

６５歳以上の高齢者及び６０歳以上６５歳未満の基礎疾患者、計３,７００人分になります。１９

ページをお願いいたします。続きまして歳出です。３枠目、目１保健衛生総務費 説明の健康管理

システム改修委託料ですが、令和６年４月からコロナワクチン接種が定期接種に移行したことで

これまでの履歴を登録し、情報の抽出などを目的に現在のシステムを改修する費用になります。

２０ページをお願いいたします。１枠目、目６ 予防接種業務費 説明の個別接種医療機関委託料

は、６５歳以上の高齢者及び６０歳以上６５歳未満の基礎疾患者、計３,７００人分のコロナワク

チン接種委託料になります。次の目７健康づくり推進事業費 節２２償還利子及び割引料は、令和

５年度の事業実績に伴いまして自殺対策推進事業費補助金を返還するものでございます。次の目

８スマートウェルネスシティー事業費 説明の地域おこし協力隊活動支援委託料は、国の地方財政

措置の拡充に伴いまして、隊員３人分の必要経費を増額するものでございます。次の目９保健セ

ンター管理費 説明の工事請負費は、免田保健センター事務室に４月１日よりこども家庭センター

が開設されました。個人情報等を保護管理する上で事務室に警備が必要となりましたので、事務

室内にあります研修室用の空調設備等のスイッチ等につきまして時間外に保健センターを利用す

る場合に不便であることから、関係します設備器具を事務室外に移設します費用を計上しており

ます。以上で健康推進課所管分の説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  橋本農業委員会事務局長。 

●農業委員会事務局長（橋本 英樹 君）  はい。農業委員会所管分について説明いたします。２０

ページをお願いします。２枠目、目１農業委員会費の節１報酬は、令和６年改選に伴い、令和６

年４月１２日をもって退任された農業委員５名の４月月額報酬１か月分を増額補正するものです。

以上で農業委員会所管分の説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  万江農林振興課長。 

●農林振興課長（万江 幸一朗 君）  はい。それでは農林振興課所管分の説明を申し上げます。１

１ページになります。歳入になります。３段目の枠、目４農林水産事業費県補助金 節２農業費補

助金の農地利用効率化等支援交付金は、農地の集約化へ向けて経営改善の取組を行うために必要

な農業用機械の導入について支援金を受け入れるものです。次に集落営農活性化プレプロジェク

ト促進事業補助金は、事業実施年度に法人化した組織に対しての支援金を受け入れるものです。

次の節３林業費補助金の森林作業道自立復旧支援事業補助金は、令和２年７月豪雨により被災し

た林道作業道の自立復旧に係る支援金を受け入れるものです。次に最下段の枠目１指定寄附金の

農林水産業費寄附金は１件の企業より使途が指定された寄附金を受け入れるものです。次に２１

ページをお願いいたします。歳出になります。上段の枠目４農業振興費 節１８負担金補助及び交

付金の農業支援センター運営負担金は、歳入で指定寄附金として受入れたものを支援センターパ

ート従業員の拡充を図るため、既存の運営費に上乗せして支出するものです。次の目５農業経営

基盤強化促進対策事業費 節１８負担金補助及び交付金の農地利用効率化等支援交付金は、融資主

体型の事業で１件の農業法人の農業用機械導入に伴うものとなります。次に目８水田農業経営確

立対策事業費 節１８負担金補助及び交付金の集落営農活性化プロジェクト促進事業補助金は、４
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月２６日に設立された農事組合法人須恵かちゃあへの支援金となります。次に下段の枠目２林業

振興費 節１８負担金補助及び交付金の森林作業道自立復旧支援事業補助金は、１件の事業者への

補助金となります。以上で農林振興課所管分の説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  深水商工観光課長。 

●商工観光課長（深水 昌彦 君）  はい。それでは商工観光課所管分について御説明を申し上げま

す。２２ページになります、歳出です。１枠目、目１商工総務費 節１２の委託料につきましては、

地域おこし協力隊支援委託料は総務省の協力隊に係る要綱の一部改正に伴います報償費等の引上

げについて商工観光課所管分の４人分を計上しております。同じく商工総務費 節１８負担金補助

及び交付金 地域イベント補助金につきましては、地域おこし協力隊が中心となりまして関係交流

人口の増加を目的としまして昨年度に設立いたしましたあさぎり暮らしラボで、本年度実施を予

定しております農家と連携しましたワーキングホリデーに係る費用の一部について補助をするも

のでございます。目２商工施設費 工事請負費につきましては、ポッポー館内にあります消防ポン

プ施設の老朽化に伴います更新費を当初予算に計上しておりましたが物価高騰に伴います単価の

見直しによりまして再度積算しましたところ現予算では不足が見込まれるために増額をするもの

でございます。続きまして２枠目、目１観光費 節１１節役務費の産業廃棄物処理手数料につきま

しては、本年度より直営としましたビハ公園と谷水薬師売店にございました不用品の処分に係る

費用を計上させていただいております。同じくその下水質検査手数料につきましては、公園のみ

の管理としましてはビハ公園につきまして、当初予算に水質検査分のみの予算を計上しておりま

したが飲用水としましても使用することから滅菌設備の検査点検分を追加で計上させていただく

ものでございます。節１２委託料のビハ公園キャンプ場警備業務委託料につきましては、これも

う４月からキャンプ施設として使用を休止していることによりまして警備委託を計上しておりま

せんでした。しかし定期巡回を行っている中で、ごみのポイ捨てやゴルフの練習などが散見され

ましたことで施設周辺に係る安全対策として計上させていただくものでございます。商工観光課

所管につきましては以上になります。 

◎議長（小見田 和行 君）  酒井建設課長。 

●建設課長（酒井 裕次 君）  それでは建設課所管分について説明いたします。６ページをお願い

します。債務負担行為の追加でございます。３番の道路施設等維持管理業務につきまして、町道

等の維持管理を行うための派遣職員１０名分の費用になりますが、手当に勤勉手当を適用するも

のとしまして増額分を設定するものでございます。１０ページをお願いします。歳入でございま

すが、４枠目の目６土木費国庫補助金 節２道路橋梁費補助金につきましては、舗装補修事業に対

しての補助金の内示により減額するものです。節３住宅費補助金につきましては、下道団地の改

修事業と住生活基本計画の更新を予定しておりますがこちらも補助金の内示により減額するもの

です。 

◎議長（小見田 和行 君）  暫時休憩いたします。 

 

 

 

休憩 午前１１時０８分 
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再開 午前１１時１３分 

 

 

 

◎議長（小見田 和行 君）  会議を再開します。 酒井建設課長。 

●建設課長（酒井 裕次 君）  はい。それでは引き続き説明したいと思います。１１ページをお願

いします。２枠目の目３土木費国庫委託金 節１土木管理費委託金につきましては、球磨川の樋門

管理の委託金を国との契約に基づきまして増額とするものです。次の１２ページをお願いします。

３枠目の目５土木債 節１道路橋梁債につきましては、舗装補修事業の補助金が減額となることか

ら事業費を減少することで減額となるものです。２３ページをお願いします。歳出でございます

が１枠目の目２道路維持費 節１４工事請負費につきましては、補助金の内示に伴いまして舗装補

修工事を減額とするものです。目４道路改良費 節１６公有財産購入費それから次の節２１補償補

填及び賠償金につきましては、岡原免田線の歩道整備における用地取得それと工作物の移転補償

費を計上するものです。２枠目の目１河川総務費 節１２委託料につきましては、国からの樋門管

理委託金の増額を受けまして樋門１９か所の操作委託料を増額とするものです。以上で建設課所

管分の説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  林教育課長。 

●教育課長（林 敬一 君）  それでは教育課所管分について御説明いたします。６ページをお願い

いたします。第２表 債務負担行為補正でございます。４番小学校図書司書派遣業務は図書司書５

名の勤勉手当増額分。６番については同じく中学校図書司書１名分を追加計上するものでござい

ます。５番と７番小学校及び中学校庁務業務は、小学校５名、中学校１名の学校庁務手の勤勉手

当増額分でございます。８番教育施設維持管理業務は作業員４名分の勤勉手当増額分でございま

す。期間、限度額は記載のとおりでございます。１０ページをお願いいたします。歳入でござい

ます。１番下の枠の目８教育費国庫補助金 節１学校施設環境改善交付金につきましては、中学校

屋内運動場長寿命化改良事業の内示額により増額計上するものでございます。１１ページをお願

いいたします。最上段の枠目８教育費国庫補助金の続きでございますが、節３公立学校情報機器

整備費補助金につきましては、ＧＩＧＡスクールネットワーク及び端末機器の運用サポートのた

めの補助金交付決定により計上するものでございます。１２ページをお願いいたします。最上段

の目８学校教育施設整備基金繰入金 節１学校教育施設整備基金繰入金につきましては、中学校屋

内運動場長寿命化改良事業の一般財源分について基金を増額して繰り入れるものでございます。

最下段の枠の目７教育債 節１学校施設整備事業債につきましては、中学校屋内運動場の補助対象

外事業費分の起債について充当率９０％で計上しておりましたが、県との協議で７５％となり減

額するものでございます。２５ページをお願いいたします。歳出でございます。１枠目の目１学

校管理費 節１２委託料につきましては、債務負担行為で説明しました小学校図書司書５名の派遣

委託料の勤勉手当増額分を計上するものでございます。２枠目の中学校費の目１学校管理費 節１

２委託料につきましても同様に図書司書１名分の勤勉手当増額分の計上でございます。３枠目の

目２公民館費 節１８負担金補助及び交付金 公民分館等施設整備費補助金につきましては、４つ

の分館からエアコン設置、シャッター修理、ＬＥＤ照明交換、トイレ改修などの申請があってお
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りまして、補助金規則に基づき３分の１の補助金を計上したものでございます。その下の目３文

化財保護保護費 節１８負担金補助及び交付金 文化財修理補助金につきましては、八幡町にあり

ます町有形文化財の筑串六地蔵の横に欅・銀杏の大木がありまして、倒木により文化財の損壊を

未然に防ぐために文化財保存事業費補助金交付要綱に基づきばっかいの費用の７５％の補助金を

計上したものでございます。２６ページをお願いいたします。上段の枠の目２体育施設費 節１２

委託料 森園カントリーパーク管理委託料につきましては、管理用の乗用芝刈機が故障しまして購

入までの期間の機械リース料分の委託料を追加するものでございます。説明の下の施設維持管理

作業員派遣業務委託料は、作業員４人の勤勉手当増額分を追加計上するものでございます。その

下の節１７備品購入費ですが森園カントリーパーク管理用の乗用芝刈機が平成１６年購入で２０

年を経過しておりまして故障により使用できない状況となりましたので、１台購入を計画したも

のでございます。教育課所管分は以上でございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  会議の途中ですが、ここで１０分間休憩いたします。 

 

 

 

休憩 午前１１時２０分 

再開 午前１１時３０分 

 

 

 

◎議長（小見田 和行 君）  休憩前に続き会議を再開いたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑あ

りませんか。ありませんか。はい、溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  はい、２６ページ。森園カントリーの整備ということで今後機

械等を入れられるわけですが、せっかくこうやって入れていただくことはありがたいことですけ

れども、あそこをサッカー場を駐車場にして、催事が行われたっていう話も聞いてるんですけれ

どもそれが事実なのかどうか、それとあわせて、それが事実とあるならばですね、今後もそうい

うようなことをされるん、許可されるんですか。はい、お伺いしたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  ちょっと暫時休憩いたします。 

 

 

 

休憩 午前１１時３２分 

再開 午前１１時３３分 

 

 

 

◎議長（小見田 和行 君）  会議を再開します。 

◎議長（小見田 和行 君）  林教育課長。 

●教育課長（林 敬一 君）  今年度の農業者の方々の集まりであったかと思いますけども、もちろ
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ん通常のですね、使用願が出されておったかと思います。ただし申し訳ございませんけども、グ

ラウンド内ですかね、あそこは駐車場として使われておったということはちょっと私どもはです

ね、ちょっと事前に把握は出来ていなかったと思います。その点をちょっと協議といいますか、

精査がちょっと不足しておったかなというふうに思っております。以上でございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男 君）  はい。せっかくこういうですね、しっかりとした手入れをした

いということで機械も入れられるわけで、一方そういう形でやられるとせっかくの手入れした芝

がもうそら元も子もないような状況になってしまいますよね、あそこは。ですから今後は絶対そ

ういうことのないようにしていただきたいなというふうに思います。はい。それとあわせて、あ

そこの周辺の木柵はもうほとんどもう腐ってしまって、もう目も当てられられないような状況の

ところがあるんですよね。やっぱり周囲もしっかりとやっぱり芝だけじゃなくて、子供たちやら

いっぱいサッカーしに行きますし、そういう子供たちも遊びますから、怪我がないようにやっぱ

りしていただきたいなというふうに思いますから、もう１回ですね、この辺を精査していただい

ておいて頂ければというふうに思います。それと１６ページの減額、定額減税の件ですたいね。

それはもう非常に事務が煩雑になって事業所はもう困ってるっていうのが実情ですけれども、や

はりもらう側からするともういち早くこういう御時世ですんで給付頂きたいっていうのはもう当

然だろうというふうに思いますが、やっぱり今年の６月からそれが始まるわけですけれども始ま

ってるんでしょうけども、給付の目途ですよね。いつ頃までに完了しようということで進められ

ているのか、あわせて町内非常に満額支給ちゅうか給付される人もおられればそうでない人たち

もいっぱいおられるわけ。非常にその辺は大変だろうと思いますが、間違いのないようにしてい

ただきたいんですが目標はどのあたりまで持って事務を進めようとしておられるのか。あるいは

またもう１点はどれだけの方々が対象としてのおられるのか。そこもあわせてお伺いしたいと思

います。 

◎議長（小見田 和行 君）  林教育課長。 

●教育課長（林 敬一 君）  はい。まず森園カントリーパークの件でございますが、使用されてい

る団体におかれましては、地域づくりのために町の活性化のためにですね、大変御苦労頂いて企

画され実施されたものだと思っております。ただ一方でですね、やはりその施設の一部であって

も目的外いといいますか、適切に使用されていない状況がございましたらやはりいけませんので

今後しっかりと事前にですね、協議をして進めさせていただきたいと思います。また木柵につき

ましても、まずはその安全性、危険性には十分注意しまして、今後整備について検討していきた

いと思っております。以上でございます。 

◎議長（小見田 和行 君）  高田税務課長。 

●税務課長（高田 真之 君）  それでは、まず１点目の給付金の今後のスケジュールといいますか、

こちらにつきましてはシステム改修をこの補正予算でお願いしまして、それができましたら、ま

たそれぞれ対象者には通知等を差し上げましてですね、目標としましては秋頃から年内をめどに

というところで計画をしているところでございます。あと対象者につきましては、先ほど給付金

の対象者ということで２,８５８人というふうに見込んでおりますけども、まだこれは概算ですの
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で大体３,０００人前後になるのではないかと思っているところです。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  ほかに質疑ございませんか。小谷議員。 

○議員（３番 小谷 節雄 君）  はい１４ページでお願いいたします。中ほどの財産管理費の委託

料で須恵庁舎の別館の改修の設計委託料というふうにお伺いしているところでございますが、こ

の件つきまして以前御説明頂きましてもう御承知のとおりこれは令和２年からの説明会等々で地

元にちょっと話をしてこられた案件でございますので、ここでちょっと設計の進め方の中でこの

前の説明の中でですね、地元の覚井区との調整・協議等を進めながらというような御説明を頂い

ております。ここでちょっとお願いになってしまいますが、須恵庁舎別館あるいは旧須恵庁舎の

解体の説明というのは、須恵地区全体にされてるんですか。いろんな利用団体。そもそもが旧須

恵庁舎の１階フロアの代替機能の移転という観点で説明をスタートしております。その中で該当

してる団体が須恵の覚井地区だけではないんですよね。ですからここで申し上げておきたいのは、

細かな話はですね、もうこれこれまである程度されておりますので、最終的に町の方針がこうな

ってこういう形でいくあるいは具体的に設計の進み具合の中でそういった各種団体にもですね、

どっかで説明の機会をつくっていただいたほうがですね、今後のいろんな利活用を進める中でも

ですよ、よろしいんではないかなというふうな印象というか私はこれまでの経緯を含めてそう思

っておりますので、その付近のお考え方をちょっとお尋ねをしておきたいと思います。それとも

う１点でございます。最下段のソフト使用料でございます。ＡＩ利活用を今後あさぎり町も進め

ていただくということで今、これも先日御説明頂いております。ここでちょっとだけ確認させて

いただきたいのはいろんな町の意思決定、俗にいう決裁等も含めてですね、それの前段の資料等

の利活用も恐らくされるんだろうと思いますので、それのこれ確認です。ＡＩ等の利用履歴と申

しますかそういうのは当然残ってくるんだと思いますが、ある案件がその意思決定を町としてさ

れる時にそこはＡＩがそれデーター資料等々がですね、利用されたかどうかというそういうのは

きちんと残るのであろうかどうか。要するにそれちょっとお尋ねしたいと思います。理由は、新

たなそういう要素が入ってくるわけでございますのでですね、そこは事後の検証と申しますか、

そういう時にこの決定はＡＩが関わったのかどうかそういった部分はですね、問題ということじ

ゃないんでしょうけど、何かそういうのが今後、何かそのあとにですね、分かるような形は当然

必要であろうと思いますんでこれ恐らくそうなってるだろうと思いますのでちょっとその付近の

確認をさせていただきたいと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  伊津野財政課長。 

●財政課長（伊津野 博子 さん）  はい、では前段の須恵庁舎の件についてお答えをさせていただ

きます。これまでの地元との調整ということですので、これまでの地元への意見交換会や住民説

明会の経緯について御説明をさせていただきます。まず旧須恵庁舎の解体にあたりましての旧須

恵庁舎の現状と今後の方向性に係る意見交換会ということで令和２年の８月に開催をしておりま

す。この時の参加者が、区長会の校区代表、覚井区長それから利活用審議会と利用団体１３団体

に対して説明を行っております。その後ですね、令和２年度から３年度にかけまして住民説明会

を３回開催をしておりまして、解体に伴う住民説明会ということで区長会の校区代表、覚井区長、

利活用審議員、利用団体１３団体と覚井区の住民に対しまして解体の方針等々を御説明をしてい
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るところでございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  中野審議監。 

●デジタル政策審議監（中野 裕登 君)  はい。小谷議員から頂きました生成ＡＩの利用に関する

御質問について私から回答させていただきます。まず生成ＡＩの利活用の履歴についてでござい

ますけれども、私どもが生成ＡＩ業務活用検討プロジェクトチームの中で実際にトライアルで活

用させていただきましたサービスにつきましては、どのような質問を指示文を入力したのか、そ

れに対してどういう回答が返ってきたのかというところは履歴が残る形になっており、管理者権

限のあるものは全てそれを見ることができるという形になっております。その上で実際に例えば

資料作成等においてどのように使うかというようなルールにつきましては、プロジェクトチーム

の中で、埼玉県戸田市ですとかそういった先行地域のですね、ルール等も確認をしながらひとま

ずは何ていうんですかね、ＡＩが出力した内容について誤りが含まれていないか、他の法令権利

の侵害が起こっていないかというところをしっかり確認すること等をですね、中心にルールメイ

キングを行っておりまして、実際にその資料を作成するときにＡＩを活用したことを何かその資

料中に残さなければならないというようなところは現時点では想定していないところでございま

す。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  小谷議員。 

○議員（３番 小谷 節雄 君）  はい、まず前段の分はですね、今御説明頂いた経緯できたのは承

知しておりますが、今後、設計を進める段階で具体的な話がある時にこれ先日の御説明でですね、

覚井区との協議を進めるとおっしゃったんですよ。だからあえてここで申し上げたのは覚井区だ

けではなくって先ほど御説明頂いたこれまでですね、いろいろ説明してこられた対象団体も含め

てですね、最後の詰めの段階でなってきますのでそこあの再度していただいたほうがですね、何

かな後に問題が残らないというふうに思うもんですから、具体化する時に我々はそういうの聞い

てないよという話にならないようにですね、ちょっとそこを懸念したもんですから今後の話とし

てできればそこをお願いしたいなという趣旨でございます。それから２点目につきまして今御説

明頂いたので理解はできるんですが、逆に言うとその履歴を残すことは何か、何かシステム上と

か事務処理上難しいのかどうかちょっとそこは具体的に分からないんですけれども、可能であれ

ば私は残していただいたほうが履歴の経緯ですね。という要するに私が最終的な決裁を、町の意

思を決定する過程の中でそれ、そういうのを使ったんだよというのをですね、残ることは、私は

もうあってしかるべきじゃないかなというような気持ちで持ってるもんですからお尋ねをしてる

ところですが、今後そういうのは、いやそこは必要ないよというお考えなのかどうか、ちょっと

そこだけ確認をさせていただければと思います。 

◎議長（小見田 和行 君）  伊津野財政課長。 

●財政課長（伊津野 博子 さん）  はい。これまでの経緯を踏まえて今後の改修についても、覚井

区だけでなくてというようなことで非常に御助言を頂いたものと受け止めております。感謝申し

上げます。別館改修のまた要望につきましても頂いておりますので、過去の参加者等も踏まえま

して、また地元と調整してまいりたいと思います。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  中野審議監。 
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●デジタル政策審議監（中野 裕登 君)  はい、生成ＡＩ部分についてお答えいたします。現時点

ではですね、やはりその資料を作成等もしくはその決裁過程等においての利用があったところに

ついて、何かその決裁文書上に記録をするということは必要ないのではないかと思っております。

その理由といたしましては、やはりその決裁の過程、判断の過程の中でどれだけのＡＩ利用とい

うところが重要な部分を占めるのかどうかにもよってくるのかなと思っておりまして例えばその

資料の一部のごく一部のですね，記載等についてＡＩを活用した際にも、一律にＡＩを使用した

ことを明示しなければならないといたしますと中々作業的にもですね、煩雑になりますのでＡＩ

の利用自体がですね、減ってしまう。ひいては生成ＡＩから得られるような利益をですね、取り

逃がしてしまうようなことになってしまうというところがそのＡＩの利用を考える時に過度な規

制をしてはいけないということは今国のほうでもですね、議論がされているところでございます

ので、規制規律は最小限で得られる利益を最大限にするというところが重要かなと思っておりま

す。一方で先ほど申し上げましたとおり、生成ＡＩにはですね、事実後に含む内容を出力される

場合ですとか、特性、特別なちょっとその懸念すべき事項等はございますので、その辺りは生成

ＡＩ職員利用基準というものを定めておりますけれども、誤った内容を出力結果の中に含ませな

いようにしっかりと人間の目で確認すること、これを求めておりますのでその点でケアをしてい

ければなと考えている次第でございます。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  ほかに質疑ございませんですか。永井議員。 

○議員（１３番 永井 英治 君）  はい１３番 永井です。ページは２１ページ、農林振興課長に

１点だけお尋ねをいたします。集落営農活性化プロジェクト促進事業補助金、これは須恵の農事

組合法人にっていう補助金だと説明だったですよね。はい。これは県の支出金、県からの補助金

でございますけどもこれからはですね、この須恵の農事組合、農事組合法人に対しまして町がど

ういう関わり合いのやり方といいますかどういう手助けといいますか、そういうことをですね、

町としてどのように考えておられますか。お尋ねいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  万江農林振興課長。 

●農林振興課長（万江 幸一朗 君）  はい、４月２６日に設立されました須恵農事組合法人かちゃ

あにつきましてはですね、大変町内でも初めての集落営農からのイコールではないんですけども

そういった組織でありまして、大変期待をしているところです。今後の町としての関わり方、支

援の在り方ということでしょうけど、現時点ではですね、やっと登記が終わったかどうかという

ような段階だと思います。ＪＡからもですね、協賛金ではないですけど組合員の一員として加入

を頂いている関係上、ＪＡさん、ＪＡからの理事会かなんかに諮らんといかんかなということが

聞いてますのでそれが終わった後に登記を行うという話を聞いております。今後の町としまして

は既に１回こられております、相談にですね。そこで申し上げましたのが、具体的な計画書、設

立時に計画書等いろいろありましたけどもそこをですね、もっとこう精査を頂いた上で具体的に

今年度何が必要なのかという部分も含めたところで概略で構いませんのでそこを整理頂いて、再

度おいでくださいと。そういったことをそれを資料をもとにですね、町としてどのぐらい何が支

援ができるのかということも含めて、最大限のと申しますかそういったことで考えておりますの

で、それが出てきてから検討をしたいというふうに考えているところです。 
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◎議長（小見田 和行 君）  永井議員。 

○議員（１３番 永井 英治 君）  はい。ありがとうございます。本当にですね、今まで集落営農

組合が今年度もうほとんど解散されましたね。そういう時にありましてですね、もう須恵地区全

部でこういうことに積極的に取り組まれた。大変御苦労されたと本当に拝察しているところです

けども、そういうところをですね、これから本当に町も何といいますか本当に一緒に何といいま

すかね、とにかくですね、積極的に助けていただいて、そして取り組んでいってほしいと思って

おります。はい。以上です。 

◎議長（小見田 和行 君）  ほかに質疑ございませんですか。質疑なしと認めます。これで質疑を

終わります。これから討論を行います。討論ありませんか。討論なしと認めます。これで討論を

終わります。これから議案第６号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は

起立願います。起立多数です。したがって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

◎議長（小見田 和行 君）  会議の途中ですがここで休憩いたします。再開は１３時３０分にいた

します。 

 

 

 

休憩 午前１１時５３分 

再開 午後 １時３０分 

 

 

 

◎議長（小見田 和行 君）  休憩前に引き続き会議を再開します。 

◎議長（小見田 和行 君）  午前中議案第６号においての質疑において、答弁に対する発言の訂正

を申し受けておりますので許可します。山内総務課長。 

●総務課長（山内 悟 君）  はい、議案第２号についての難波議員からの個人番号関係の利用につ

いての質問に対しまして、個人も利用するというふうに答弁いたしましたけれども、個人ではな

く行政機関が利用するものに訂正させていただきます。誤った答弁となり申し訳ございませんで

した。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第６、議案第７号令和４年災皆越地区農地災害復旧工事請負契約

の締結についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  議案第７号、令和４年災皆越地区農地等災害復旧工事請負契約の締結に

ついて提案いたします。提案理由を申し上げます。令和４年災皆越地区農地等災害復旧工事請負

契約の締結について、あさぎり町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する

条例第２条の規定により議会の議決を経る必要がある。これがこの議案を提出する理由です。詳

細につきましては担当課長より説明申し上げます。どうか審議の上可決頂きますようよろしくお

願いいたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  万江農林振興課長。 

●農林振興課長（万江 幸一朗 君）  はい。それでは議案第７号につきまして説明申し上げます。

本件につきましては、令和６年５月２１日に入札を行いまして落札業者と仮契約を締結している
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ところです。今回の契約の内容になりますが、まず工事名 令和４年災皆越地区農地等災害復旧

工事。工事内容 揚水ポンプ設置及び管路工。工事場所 球磨郡あさぎり町皆越地内。契約金額 

６,６０７万７,０００円。契約の相手方 球磨郡あさぎり町上北１２３７番地２ 株式会社球磨

設備 代表取締役 杉山圭司。契約の方法 指名競争入札になります。なお工期につきましては、

令和７年１月末までを予定しているところです。説明につきましては以上となります。 

◎議長（小見田 和行 君）  提案理由の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑あ

りませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あ

りませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから議案第７号を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立多数です。したがって、議案

第７号は原案のとおり可決されました。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第７、報告第５号令和５年度繰越明許費繰越し計算書、一般会計

の報告についてを議題とします。提出者の報告を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  報告第５号、令和５年度繰越明許費繰越計算書、一般会計の報告につき

ましては、地方自治法施行令第１４６条第２項に基づき繰越計算書を調整いたしましたので報告

いたします。詳細につきましては担当課長より説明申し上げますので、よろしくお願いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  伊津野財政課長。 

●財政課長（伊津野 博子 さん）  はい報告第５号です。一般会計において令和５年度から令和６

年度に繰越しを行った２９件の事業につきまして、繰越明許費繰越計算書により報告するもので

ございます。各事業の内容につきましては、これまでの予算審議の中で繰越しの理由を含め説明

をしておりますので事業ごとの説明は割愛させていただきます。次のページをお願いします。１

番下の合計の欄を御覧ください。事業費１１億４,８７８万１,０００円のうち翌年度繰越額が１

０億３,４２３万８,０００円でございます。なおその財源内訳につきましては、右に記載のとお

りとなっております。以上で報告を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  報告が終わりました。報告第５号、令和５年度繰越明許費繰越計算書、

一般会計の報告について質疑ありませんか。質疑なしと認めます。これで報告を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第８、報告第６号令和５年度事故繰越計算書一般会計の報告につ

いてを議題とします。提出者の報告を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  報告第６号、令和５年度事故繰越計算書一般会計の報告につきましては、

地方自治法施行令第１５０条第３項に基づき繰越計算書を調整いたしましたので報告いたします。

詳細につきましては担当課長より説明申し上げますのでよろしくお願いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  伊津野財政課長。 

●財政課長（伊津野 博子 さん）  はい、続きまして報告第６号について御報告申し上げます。一

般会計におきまして地方自治法第２２０条第３項の規定により事故繰越としたものでございます。

事故繰越とは、年度内に支出負担行為をし避けがたい事故のため年度内に支出を終わらなかった

ものについて翌年度に繰越して使用するものでございます。今回、第二庁舎建設事業、道路新設

改良単独事業、消防団新基準活動服購入事業につきまして、右の説明欄に記載のとおり工事の人

員不足や抵当権抹消手続に時間を要したことなどの理由により、翌年度への事故繰越となってお
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ります。下段の合計欄を御覧ください。令和５年度支出負担行為額７億９,３２９万７,３８６円

のうち支出済額２億４,７９０万円、支出未済額５億４,５３９万７,３８６円でございます。この

支出未債額に支出負担行為予定額１,４６５万３,８１４円を加えた５億６,００５万２,０００円

が翌年度への事故繰越となっております。その財源内訳につきましては、右に記載のとおりでご

ざいます。以上、報告を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  報告が終わりました。報告第６号、令和５年度事故繰越計算書一般会

計の報告について質疑ありませんか。質疑なしと認めます。これで報告を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第９、報告第７号令和５年度あさぎり町水道事業会計予算繰越計

算書の報告についてを議題とします。提出者の報告を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  報告第７号令和５年度あさぎり町水道事業会計予算繰越計算書の報告に

つきましては、地方公営企業法第２６条第１項の規定により繰越計算書を調整いたしましたので、

同条第３項の規定により報告いたします。詳細につきましては担当課長より説明申し上げますの

で、よろしくお願いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  鬼塚上下水道課長。 

●上下水道課長（鬼塚 拓夫 君）  はい。それでは報告第７号について説明いたします。繰越した

事業は、上段の配水設備整備事業、翌年度繰越額２,３３２万円、財源内訳は企業債１,５９０万

円、国庫支出金５３０万２,０００円、損益勘定留保資金２１１万８,０００円となっております。

この事業は補助金追加要望により取り組んだ事業で、今年２月に内示がありまして同月末に入札

を行ったため年度内完了ができなかったものです。次に下段の水道施設再編推進事業につきまし

ては、翌年度繰越し額１億２,６３４万円、財源につきましては企業債８,５５０万円、国庫支出

金３,７８２万５,０００円、損益勘定留保資金３０１万５,０００円となっております。この事業

につきましては、須恵送水ポンプ場の電気機械設備及び外構整備になりますが、昨今の半導体不

足の影響により薬注設備の液晶パネルの製作ができず薬注制御盤の納入が４月末の予定となった

ため年度内の完成が見込めず繰越したものとなっております。なお事業完了につきましては、上

段の配水設備整備事業につきましては８月末を予定しており、下段の水道施設再編推進事業につ

きましては５月末に完成をしております。説明は以上となります。 

◎議長（小見田 和行 君）  報告が終わりました。報告第７号、令和５年度あさぎり町水道事業会

計予算繰越計算書の報告について質疑ありませんか。質疑なしと認めます。これで報告を終わり

ます。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第１０、報告第８号令和５年度あさぎり町下水道事業会計予算繰

越計算書の報告についてを議題とします。提出者の報告を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  報告第８号、令和５年度あさぎり町下水道事業会計予算繰越計算書の報

告につきましては、地方公営企業法第２６条第１項の規定により繰越計算書を調製いたしました

ので同条第３項の規定により報告いたします。詳細につきましては担当課長より説明申し上げま

すのでよろしくお願いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  鬼塚上下水道課長。 

●上下水道課長（鬼塚 拓夫 君）  はい。それでは、報告第８号について説明いたします。繰越し
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た事業は、下水道事業。翌年度繰越し額１,２００万円、財源内訳は企業債５２０万円、国庫支出

金５３５万円、損益勘定留保資金１４５万円となっております。本事業は過去に行った下水道管

渠布設工事等によりまして舗装の傷みが顕著なか所について舗装復旧を行うものですが、年度内

完了の予定でありました一部におきまして交通誘導員等の確保ができませんで、年度内完成が困

難となったため繰越したものとなります。なお工事につきましては５月末に完了しております。

説明は以上となります。 

◎議長（小見田 和行 君）  報告が終わりました。報告第８号、令和５年度あさぎり町下水道事業

会計予算繰越計算書の報告について質疑ありませんか。質疑なしと認めます。これで報告を終わ

ります。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第１１、報告第９号専決処分した工事請負変更契約の締結につい

ての議決を一部変更することの報告についてを議題とします。提出者の報告を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  報告第９号専決処分した工事請負変更契約の締結についての議決を一部

変更することの報告について。地方自治法第１８０条第１項の規定により別紙のとおり専決処分

したので、同条第２項の規定により報告いたします。詳細につきましては担当課長より説明申し

上げますのでよろしくお願いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  山内総務課長。 

●総務課長（山内 悟 君）  はい。それでは報告第９号につきまして説明いたします。２ページを

お願いいたします。専決第７号、根拠につきましては省略させていただきます。令和６年５月１

０日付けで専決処分をしております。工事請負変更契約の締結についての議決の一部変更につい

てでありますが、令和６年３月２８日に議会の議決を得ましたあさぎり町役場第二庁舎建設工事

請負変更契約の締結につきまして一部を次のように変更しております。変更する事項としまして

は、変更は契約金額でありまして既決金額 １２億４,６１６万４,６３８円、変更する金額 １２

億４,７８２万５,５７０円。増額 １６６万飛んで９３２円でございます。変更する理由としまし

ては、１ 新設する渡り廊下周辺の舗装の損傷が著しくあったため舗装復旧の範囲を追加したこと。

数量としましては、アスファルト舗装面積５０.６平米の追加でございます。２ 外構工事の駐車

場整備につきまして、建築物との高さ調整のため路盤掘削面積が増加したこと。数量としまして

は、路盤の漉き取り９１７平米でございます。以上で説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  報告が終わりました。報告第９号、専決処分した工事請負変更契約の

締結についての議決を一部変更することの報告について質疑ありませんか。質疑なしと認めます。

これで報告を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第１２、報告第１０号専決処分した工事請負契約の締結について

の議決を一部変更することの報告についてを議題とします。提出者の報告を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  報告第１０号、専決処分した工事請負契約の締結についての議決を一部

変更することの報告について。地方自治法第１８０条第１項の規定により別紙のとおり専決処分

したので、同条第２項の規定により報告いたします。詳細につきましては担当課長より説明申し

上げますのでよろしくお願いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  鬼塚上下水道課長。 
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●上下水道課長（鬼塚 拓夫 君）  それでは報告第１０号について説明いたします。２ページをお

願いします。専決第８号、根拠につきましては省略をさせていただきます。工事請負契約の締結

についての議決の一部に一部変更についてでありますが、令和５年７月１８日に議会の議決を得

ました須恵送水ポンプ場整備工事第２期請負契約につきまして、令和６年５月１３日に契約の一

部を次のように変更しております。変更する事項としましては、契約金額でありまして既決金額 

８,９４３万円、変更する金額 ９,２４５万８,９４０円、３０２万８,９４０円の増額でございま

す。変更する理由としましては２の変更する理由に記載しておりますが、ポンプ場外敷地の防草

対策を防草シート工から簡易舗装工に変更したことと、法面コンクリートの吹付工の面積増によ

るものとなっております。以上で説明を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  報告が終わりました。報告第１０号、専決処分した工事請負契約の締

結についての議決を一部変更することの報告について質疑ありませんか。質疑なしと認めます。

これで報告を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第１３、同意第２号あさぎり町教育長の任命同意についてを議題

とします。提出者の説明を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  同意第２号あさぎり町教育長の任命同意についてよろしくお願いいたし

ます。あさぎり町教育長を次のとおり任命したいので議会の同意を求める。住所 熊本県球磨郡あ

さぎり町岡原北１２８８番地２。氏名 椎葉勇二。生年月日 昭和３７年１月１０日生。提案理由

を申し上げます。あさぎり町教育長を任命するため地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

４条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。以上、提案申し上げますので

同意頂きますようよろしくお願い申し上げます。 

◎議長（小見田 和行 君）  提出者の説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑あり

ませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。討論あり

ませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから同意第２号を採決します。 

◎議長（小見田 和行 君）  この採決は無記名投票で行います。議場の出入りを閉じます。ただい

まの出席議員数は、議長を除いて１３人です。次に立会人を指名します。会議規則第２８条規定

によって立会人５番難波議員、６番加賀山議員を指名します。投票用紙を配ります。念のため申

し上げます。本案に賛成の方は賛成、反対の方は反対と記載願います。また白票及び賛否が明ら

かでない投票は非とみなします。 

◎議長（小見田 和行 君）  投票用紙の漏れはありませんか。配付漏れなしと認めます。 

◎議長（小見田 和行 君）  投票箱を点検します。異常なしと認めます。ただいまから投票を行い

ます。１番議員から順番に投票願います。投票漏れはありませんか。投票漏れなしと認めます。

投票を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  開票を行います。難波議員、加賀山議員、開票の立会いをお願いしま

す。 

◎議長（小見田 和行 君）  投票の結果を報告します。投票総数１３票、有効投票１３票、無効投

票０票です。有効投票のうち賛成１３票、反対０票であります。以上のとおり賛成が多数です。

したがって同意第２号あさぎり町教育長の任命同意については同意することに決定しました。 
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◎議長（小見田 和行 君）  日程第１４同意第３号から日程第１８同意第７号までのあさぎり町固

定資産評価審査委員会委員の選任同意については、関連がありますので一括議題とします。提出

者の説明を求めます。町長。 

●町長（北口 俊朗 君）  同意第３号あさぎり町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について、

よろしくお願いいたします。あさぎり町固定資産評価審査委員会委員を次のとおり選任したいの

で議会の同意を求める。提案理由を申し上げます。あさぎり町固定資産評価審査委員会委員を選

任するため地方税法第４２３条第３項の規定により議会の同意を求めるものでございます。なお

住所・氏名のみを読み上げます。住所 熊本県球磨郡あさぎり町上東１３６９番地４。氏名 藤川

友行。以下、同意４号以降につきましても御説明申し上げます。同意第４号、熊本県球磨郡あさ

ぎり町免田東５０４７番地１。荒木昭二。同意第５号、熊本県球磨郡あさぎり町岡原北９９番地

１。冨田道孝。同意第６号、熊本県球磨郡あさぎり町須恵４８３７番地。佐藤祐恵。同意第７号、

熊本県球磨郡あさぎり町深田東２３５０番地。白柿耕一。以上、提案申し上げますので同意頂き

ますようよろしくお願い申し上げます。 

◎議長（小見田 和行 君）  提出者の説明が終わりましたのでこれから同意第３号から同意７号ま

で質疑を行います。質疑ありませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。お諮り

します。同意第３号から同意第７号まで討論がなければ直ちに採決を行いたいと思いますが御異

議ありませんか。異議なしと認めます。したがって討論がなければ直ちに採決を行うことに決定

いたしました。同意第３号から同意第７号まで討論ありませんか。討論なしと認めます。これで

同意第３号から同意第７号までの討論を終わります。 

◎議長（小見田 和行 君）  これからの議案別に採決を行います。まずは同意第３号を採決します。

この採決は無記名投票で行います。ただいまの出席議員数は議長を除いて１３人です。次に立会

人を指名します。７番橋本議員、８番森岡議員を指名します。投票用紙を配ります。念のため申

し上げます。本案に賛成の方は賛成、反対の方は反対と記載願います。また白票及び賛否が明ら

かでない投票は非とみなします。投票用紙の配付漏れはありませんか。配付漏れなしと認めます。

投票箱を点検します。異常なしと認めます。ただいまから投票を行います。１番議員から順番に

投票願います。投票漏れはありませんか。投票漏れなしと認めます。投票を終わります。開票を

行います。橋本議員、森岡議員、開票の立会いをお願いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  投票結果を報告します。投票総数１３票、有効投票１３票、無効投票

０票です。有効投票のうち賛成１３票、反対０票。以上のとおり賛成が多数です。したがって、

同意第３号は同意することに決定しました。 

◎議長（小見田 和行 君）  次に同意第４号を採決します。この採決は無記名投票で行います。た

だいまの出席議員数は議長を除いて１３人です。次に立会人を指名します。９番豊永議員、１０

番山口議員を指名します。投票用紙を配ります。本案に賛成の方は賛成、反対の方は反対と記載

願います。また白票及び賛否が明らかでない投票は非とみなします。投票用紙の配付漏れはあり

ませんか。配付漏れなしと認めます。投票箱を点検します。異常なしと認めます。ただいまから

投票を行います。１番議員から順番に投票願います。投票漏れはありませんか。投票漏れなしと

認めます。投票を終わります。開票を行います。豊永議員山口議員、開票の立会いをお願いしま
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す。 

◎議長（小見田 和行 君）  投票結果を報告します。投票総数１３票、有効投票１３票、無効投票

０票です。有効投票のうち賛成１３票、反対０票。以上のとおり賛成が多数です。したがって、

同意第４号は同意することに決定しました。 

◎議長（小見田 和行 君）  次に同意第５号を採決します。この採決は無記名投票で行います。た

だいまの出席議員数は議長を除いて１３人です。次に立会人を指名します。１１番皆越議員、１

２番溝口議員を指名します。投票用紙を配ります。本案に賛成の方は賛成、反対の方は反対と記

載願います。また白票及び賛否が明らかでない投票は非とみなします。投票用紙の配付漏れはあ

りませんか。配付漏れなしと認めます。投票箱を点検します。異常なしと認めます。ただいまか

ら投票を行います。１番議員から順番に投票願います。投票漏れはありませんか。投票漏れなし

と認めます。投票を終わります。開票を行います。皆越議員、溝口議員、開票の立会いをお願い

します。はい、お願いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  投票結果を報告します。投票総数１３票、有効投票１３票、無効投票

０票です。有効投票のうち賛成１３票、反対０票。以上のとおり賛成が多数です。したがって同

意第５号は同意することに決定しました。 

◎議長（小見田 和行 君）  次に同意第６号を採決します。この採決は無記名投票で行います。た

だいまの出席議員数は議長を除いて１３人です。次に立会人を指名します。１３番永井議員、１

番小松議員を指名します。投票用紙を配ります。本案に賛成の方は賛成、反対の方を反対と記載

願います。また白票及び賛否が明らかでない投票は非とみなします。投票用紙の漏れはありませ

んか。投票漏れなしと認めます。投票箱を点検します。異常なしと認めます。ただいまから投票

を行います。１番議員から順番に投票願います。投票漏れはありませんか。投票漏れなしと認め

ます。投票を終わります。開票を行います。永井議員、小松議員、開票の立会いをお願いします。 

◎議長（小見田 和行 君）  投票結果を報告します。投票総数１３票、有効投票１３票、無効投票

０票です。有効投票のうち賛成１３票、反対０票。以上のとおり賛成が多数です。したがって同

意第６号は同意することに決定しました。 

◎議長（小見田 和行 君）  次に同意第７号を採決します。この採決は無記名投票で行います。た

だいまの出席議員数は議長を除いて１３人です。次に立会人を指名します。２番加藤議員、３番

小谷議員を指名します。投票用紙を配ります。本案に賛成の方は賛成、反対の方は反対と記載願

います。また白票及び賛否が明らかでない投票は非とみなします。投票用紙の配付漏れはありま

せんか。配付漏れなしと認めます。投票箱を点検します。異常なしと認めます。ただいまから投

票を行います。１番議員から順番に投票願います。投票漏れはありませんか。投票漏れなしと認

めます。投票を終わります。開票を行います。加藤議員、小谷議員、開票の立会いをお願いしま

す。 

◎議長（小見田 和行 君）  投票結果を報告します。投票総数１３票、有効投票１３票、無効投票

０票です。有効投票のうち賛成１３票、反対０票。以上のとおり賛成が多数です。したがって同

意第７号は同意することに決定しました。 

◎議長（小見田 和行 君）  議場の出入口を開きます。 
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◎議長（小見田 和行 君）  日程第１９、発議第２号公共施設マネジメント調査特別委員会設置に

関する決議についてを議題とします。本案について提出者の趣旨説明を求めます。山口議員。 

○議員（１０番 山口 和幸 君）  それでは発議第２号を説明いたします。令和６年６月１４日 

あさぎり町議会議長 小見田和行様。提出者 あさぎり町議会議員 山口和幸。賛成者 あさぎり町

議会議員 豊永喜一。公共施設マネジメント調査特別委員会設置に関する決議。上記の議案を別紙

のとおり会議規則第１０条の規定により提出します。提出の理由を申し上げます。平成２９年３

月に策定した公共施設等総合管理計画を具体化した個別施設計画の策定に当たり、老朽化した公

共施設を含め適正な管理運営を行うため、また除却処分した跡地利用の利用等、他の公共サービ

スに重大な影響を及ぼさないようその計画については、二元代表制の一翼を担う議会として特別

委員会を設置し調査する必要がある。以上であります。 

◎議長（小見田 和行 君）  趣旨説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませ

んか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。山口議員は自席にお帰りください。これ

から討論を行います。討論ありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。これ

から発議第２号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起

立多数です。したがって発議第２号は原案のとおり可決されました。 

◎議長（小見田 和行 君）  日程第２０、発議第３号地方自治の未来を創る調査特別委員会設置に

関する決議についてを議題とします。本案について提出者の趣旨説明を求めます。山口議員。 

○議員（１０番 山口 和幸 君）  それでは発議第３号を説明いたします。令和６年６月１４日 

あさぎり町議会議長 小見田和行様。提出者 あさぎり町議会議員 山口和幸。賛成者 あさぎり町

議会議員 豊永喜一。地方自治の未来を創る調査特別委員会設置に関する決議。上記の議案を別紙

のとおり会議規則第１０条の規定により提出します。提出の理由を申し上げます。住民自治を担

う主役である議員の成り手不足は地方自治の危機である。それを打開するための原因を調査し、

その対策を実行に移す必要がある。以上であります。 

◎議長（小見田 和行 君）  趣旨説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませ

んか。山口議員は自席にお帰りください。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これ

から討論を行います。討論ありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。これ

から発議第３号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起

立多数です。したがって発議第３号は原案のとおり可決されました。 

◎議長（小見田 和行 君）  公共施設マネジメント調査特別委員会及び地方自治の未来を創る調査

特別委員会開催のため暫時休憩します。 

 

 

 

休憩 午後 ２時２６分 

再開 午後 ２時４８分 

 

 

 

◎議長（小見田 和行 君）  休憩前に引き続き会議を再開します。 
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◎議長（小見田 和行 君）  ここで特別委員会の委員長・副委員長の選任結果について各委員会の

代表者に報告願います。 

◎議長（小見田 和行 君）  まず公共施設マネジメント調査特別委員長より報告をお願いします。

小谷委員。 

◎公共施設マネジメント調査特別委員長（小谷 節雄 君）  それでは、先ほど第１回公共施設マネ

ジメント調査特別委員会が招集されました。その内容について御報告を申し上げます。まず開会

後、臨時委員長、委員会条例９条２項によりまして年長議員の皆越議員によりまして進められて

おります。委員長選任につきましては、私小谷が選任をされたところでございます。続いて副委

員長選任でございますが、副委員長には加藤議員が選任をされたところでございます。本日の案

件は委員長・副委員長の選任のみでございましたので以上でございます。公共施設マネジメント

調査特別委員会からの御報告といたします。 

◎議長（小見田 和行 君）  次に地方自治の未来を創る調査特別委員会委員長より報告を求めます。

豊永委員。 

◎地方自治の未来を創る調査特別委員長（豊永 喜一 君）  それでは、地方自治の未来を創る調査

特別委員会が先ほど開催されましたので御報告申し上げます。まず委員長選任につきましては指

名推選によりまして私、豊永。副委員長につきましては岩本恭典委員が選任されております。以

上報告申し上げます。 

◎議長（小見田 和行 君）  お諮りします。本定例日の会議で議決の結果生じた条項、字句、数字

その他の整理を要するものについては、その整理を議長に委任されたいと思います。御異議あり

ませんか。異議なしと認めます。したがって、条項字句数字その他の整理を議長に委任すること

に決定しました。以上で本日の会議は日程は全部終了しました。会議を閉じます。令和６年度あ

さぎり町議会第２回会議を閉会します。 

●議会事務局長（山本 祐二 君）  御起立ください。礼。 

 

 

 

午後 ２時５１分  閉会 
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会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 
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